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(57)【要約】
【課題】２画面表示モードで表示中に一方の画面だけを
ミュート状態にできる画像表示装置を提供する。
【解決手段】２つの異なる入力画像を２画面表示モード
において、第１表示領域Ｐ１、及び第２表示領域Ｐ２に
表示している状態において、ミュートキーの入力操作に
応じて第１表示領域Ｐ１、及び第２表示領域Ｐ２にミュ
ート画像を表示する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力する画像情報に応じた入力画像を表示する画像表示装置であって、
　前記入力画像を表示する表示手段と、
　予め設定されたミュート画像を表示させるためのミュートキーを有する入力操作手段と
、
　１つの入力画像を前記表示手段に表示する１画面表示モードと、２つの異なる入力画像
を、前記表示手段に配置された第１表示領域、及び第２表示領域にそれぞれ表示する２画
面表示モードとのいずれかを設定可能なモード設定手段と、
　前記ミュートキーの入力操作に応じて、前記ミュート画像を前記表示手段に表示させる
ミュート実行手段と、を備え、
　前記ミュート実行手段は、前記２画面表示モードにおいて、前記ミュートキーの入力操
作に応じて、前記第１表示領域、及び前記第２表示領域のどちらかまたは両方に前記ミュ
ート画像を表示させることを特徴とする、画像表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像表示装置であって、
　前記ミュートキーは、第１ミュートキー、及び第２ミュートキーで構成され、
　前記ミュート実行手段は、前記第１ミュートキーの入力操作に応じて、前記第１表示領
域に前記ミュート画像を表示し、前記第２ミュートキーの入力操作に応じて、前記第２表
示領域に前記ミュート画像を表示することを特徴とする、画像表示装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の画像表示装置であって、
　前記ミュート実行手段は前記２画面表示モードにおいて、前記第１表示領域、及び前記
第２表示領域のどちらか一方に前記ミュート画像が表示されている場合、前記ミュート画
像が表示されている表示領域を、ミュート画像が表示されていない表示領域より小さいサ
イズで表示することを特徴とする、画像表示装置。
【請求項４】
　入力する画像情報に応じた入力画像を表示する表示手段を備えた画像表示装置の制御方
法であって、
　予め設定されたミュート画像を表示させるためのミュートキーを有する入力操作ステッ
プと、
　１つの入力画像を前記表示手段に表示する１画面表示モードと、２つの異なる入力画像
を、前記表示手段に配置された第１表示領域、及び第２表示領域にそれぞれ表示する２画
面表示モードとのいずれかを設定するモード設定ステップと、
　前記ミュートキーの入力操作に応じて、前記ミュート画像を前記第１表示領域、または
前記第２表示領域に表示する第１ミュートステップと、
　を有することを特徴とする、画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、及び画像表示装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　入力画像を表示する画像表示装置を使ったプレゼンテーションにおいて、表示資料の切
替途中の画面を見せたくない場合、予め設定された画像を入力画像に変えて投写する画面
ミュート機能が用いられている。
　また、特許文献１にはスライド式のシャッターを用いてミュートするプロジェクターが
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２４０５５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、２つの異なる入力画像を並べて表示する、２画面表示モードを用いてデ
モンストレーションを行っている場合、特許文献１の方法では一方の画面のみミュート状
態にすることはできなかった。
　ミュートを行わない方の画面の１画面表示モードに切り替える方法も考えられるが、再
度２画面表示モードに戻す際の操作がわかりにくくなるという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］本適用例に係る画像表示装置は、入力する画像情報に応じた入力画像を表
示する画像表示装置であって、前記入力画像を表示する表示手段と、予め設定されたミュ
ート画像を表示させるためのミュートキーを有する入力操作手段と、１つの入力画像を前
記表示手段に表示する１画面表示モードと、２つの異なる入力画像を、前記表示手段に配
置された第１表示領域、及び第２表示領域にそれぞれ表示する２画面表示モードとのいず
れかを設定可能なモード設定手段と、前記ミュートキーの入力操作に応じて、前記ミュー
ト画像を前記表示手段に表示させるミュート実行手段と、を備え、前記ミュート実行手段
は、前記２画面表示モードにおいて、前記ミュートキーの入力操作に応じて、前記第１表
示領域、及び前記第２表示領域のどちらかまたは両方に前記ミュート画像を表示させるこ
とを特徴とする。
【０００７】
　本適用例によれば、２画面表示モードによって表示中に、片方の画面のみをミュート状
態にし、もう片方の画面の表示状態を継続することができる。これにより、２画面表示状
態を継続したまま、一方の画面がミュート状態であるということをユーザーに認識させる
ことが可能となる。
【０００８】
　［適用例２］上記適用例に記載の画像表示装置において、前記ミュートキーは、第１ミ
ュートキー、及び第２ミュートキーで構成され、前記ミュート実行手段は、前記第１ミュ
ートキーの入力操作に応じて、前記第１表示領域に前記ミュート画像を表示し、前記第２
ミュートキーの入力操作に応じて、前記第２表示領域に前記ミュート画像を表示すること
を特徴とする。
【０００９】
　本適用例によれば、２画面表示モードで表示している状態において、どちらの画面のミ
ュート状態を切り替えるかの操作をわかりやすくすることが可能となる。
【００１０】
　［適用例３］上記適用例に記載の画像表示装置において、前記ミュート実行手段は前記
２画面表示モードにおいて、前記第１表示領域、及び前記第２表示領域のどちらか一方に
前記ミュート画像が表示されている場合、前記ミュート画像が表示されている表示領域を
、ミュート画像が表示されていない表示領域より小さいサイズで表示することを特徴とす
る。
【００１１】
　本適用例によれば、２画面表示モードで表示している状態において、ミュート画像が表
示されていない表示領域が、ミュート画像が表示されている表示領域より大きく表示され
る。これにより、２画面表示モードで一方の画面にミュート画像が表示されていることを
ユーザーに認識させた上で、ミュート画像が表示されていない画面を見やすくすることが
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可能となる。
【００１２】
　［適用例４］本適用例に係る画像表示装置の制御方法は、入力する画像情報に応じた入
力画像を表示する表示手段を備えた画像表示装置の制御方法であって、予め設定されたミ
ュート画像を表示させるためのミュートキーを有する入力操作ステップと、１つの入力画
像を前記表示手段に表示する１画面表示モードと、２つの異なる入力画像を、前記表示手
段に配置された第１表示領域、及び第２表示領域にそれぞれ表示する２画面表示モードと
のいずれかを設定するモード設定ステップと、前記ミュートキーの入力操作に応じて、前
記ミュート画像を前記第１表示領域、または前記第２表示領域に表示する第１ミュートス
テップと、を有することを特徴とする。
【００１３】
　本適用例によれば、２画面表示モードによって表示中に、片方の画面のみをミュート状
態にし、もう片方の画面の表示状態を継続することができる。これにより、２画面表示状
態を継続したまま、一方の画面がミュート状態であるということをユーザーに認識させる
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本実施形態のプロジェクターの斜視図である。（ａ）は前面から見た図であり、
（ｂ）は背面から見た図である。
【図２】本実施形態のプロジェクターのモード切替時の画面表示遷移を示す図である。（
ａ）は２画面表示モードであり、（ｂ）は１画面表示モードでの表示を示す図である。
【図３】本実施形態のプロジェクターの２画面表示モードにおけるミュートキーによる画
面表示遷移を示す図である。（ａ）は第１、第２表示領域とも入力画像表示であり、（ｂ
）は第１表示領域がミュート状態であり、（ｃ）は第２表示領域がミュート状態であり、
（ｄ）は第１、第２表示領域ともミュート状態の表示を示す図である。
【図４】本実施形態のプロジェクターの回路構成を示すブロック図である。
【図５】本実施形態のプロジェクターの２画面表示状態でのミュートキー操作を検出した
時の動作を示すフローチャートである。（ａ）は第１ミュートキー操作を検出した時であ
り、（ｂ）は第２ミュートキー操作を検出した時の動作を示すフローチャートである。
【図６】本実施形態のプロジェクターの本体操作手段のキーを示す図である。
【図７】本実施形態のプロジェクターのリモコンの操作キーを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明にかかる画像表示装置の一実施形態であるプロジェクター
について説明する。なお、以下の実施形態は特許請求の範囲にかかる発明を限定するもの
ではなく、また、実施形態における特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須であ
るとは限らない。
【００１６】
　（第１実施形態）
　図１は本実施形態のプロジェクターの斜視図であり、（ａ）は前面から見た図であり、
（ｂ）は背面から見た図である。
  図１（ａ）、（ｂ）に示すように、プロジェクター１は、上面２ｔ、前面２ｆ、背面２
ｂなどを有する筐体２によって装置本体が覆われた構成となっている。なお、本実施形態
においては、プロジェクター１に対して、投写方向でもある前面２ｆ方向を前方とし、前
面２ｆの反対側である背面方向を後方とする。
【００１７】
　筐体２の上面２ｔには、ユーザーにより入力操作が行われる複数の操作キーを備えた本
体操作手段２３が備えられている。前面２ｆには、前方に向かって画像光を投写する投写
レンズ１３が備えられている。背面２ｂには画像信号入力手段５、及び電源端子６が備え
られている。また、前面２ｆおよび背面２ｂにはリモートコントローラー（リモコン）２
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５による遠隔操作を受け付ける操作信号受信手段２４が備えられている。
【００１８】
　図４は、本実施形態のプロジェクターの回路構成を示すブロック図である。
  図４に示すように、プロジェクター１は、画像投写手段１０、制御手段２０、記憶手段
２１、光源制御手段２２、本体操作手段２３、操作信号受信手段２４、画像信号入力手段
５、画像信号処理手段３、ＯＳＤ処理手段４、電源端子６、電源部７等で構成されており
、これらは筐体２の内部に収容されている。
【００１９】
　画像投写手段１０は、光源１１、光変調装置としての３つの液晶ライトバルブ１２Ｒ、
１２Ｇ、１２Ｂ、投写光学系としての投写レンズ１３、液晶駆動手段１４等を含んでいる
。画像投写手段１０は、光源１１から射出された光を、液晶ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ
、１２Ｂで変調し、投写レンズ１３から投写することによってスクリーンＳＣ等に画像を
表示する。
【００２０】
　光源１１は、超高圧水銀ランプやメタルハライドランプ等からなる放電型の光源ランプ
１１ａと、光源ランプ１１ａが放射した光を液晶ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂ側
に反射するリフレクター１１ｂとを含んで構成されている。
　光源１１から射出された光は、図示しないインテグレーター光学系によって輝度分布が
略均一な光に変換され、図示しない色分離光学系によって光の３原色である赤色（Ｒ）、
緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の各色光成分に分離された後、それぞれ液晶ライトバルブ１２Ｒ
、１２Ｇ、１２Ｂに入射する。
【００２１】
　液晶ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂは、一対の透明基板間に液晶が封入された液
晶パネル等によって構成される。液晶ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂには、マトリ
ックス状に配列された複数の画素（図示せず）が形成されており、液晶に対して画素毎に
駆動電圧を印加可能になっている。
　液晶駆動手段１４が、入力される画像情報に応じた駆動電圧を各画素に印加すると、各
画素は、画像情報に応じた光透過率に設定される。このため、光源１１から射出された光
は、この液晶ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂを透過することによって変調され、画
像情報に応じた画像光が色光毎に形成される。
　形成された各色の画像光は、図示しない色合成光学系によって画素毎に合成されてカラ
ーの画像光となった後、投写レンズ１３によってスクリーンＳＣ等に拡大投写される。
【００２２】
　なお、上記実施形態では、画像投写手段１０は、光源１１、光変調装置としての３つの
液晶ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂを用いた透過型液晶方式の投写光学系を例示し
たが、反射型液晶表示方式やマイクロミラーデバイス方式（ライトスイッチ表示方式）な
ど、他の表示方式の光変調装置を採用しても良い。
【００２３】
　制御手段２０は、図示しないＣＰＵ（Central Processing Unit）や、各種データ等の
一時記憶に用いられるＲＡＭ（Random Access Memory）等を備え、記憶手段２１に記憶さ
れている制御プログラム（図示せず）に従って動作することによりプロジェクター１の動
作を統括制御する。つまり、制御手段２０は、記憶手段２１とともにコンピューターとし
て機能する。また、制御手段２０は、ミュート実行手段２０１、及びモード設定手段２０
２を含む。ミュート実行手段２０１はプロジェクター１にミュート画像を投写させる。モ
ード設定手段２０２はプロジェクター１を１画面表示モード、または２画面表示モードの
いずれかに切替える。
【００２４】
　記憶手段２１は、フラッシュメモリーやＦｅＲＡＭ（Ferroelectric RAM：強誘電体メ
モリー）等の書き換え可能な不揮発性のメモリーにより構成されている。記憶手段２１に
は、プロジェクター１の動作を制御するための制御プログラムや、プロジェクター１の動
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作条件等を規定する各種設定データ等が記憶されている。
【００２５】
　本体操作手段２３、及び操作信号受信手段２４は、本実施形態における入力操作手段に
相当するものである。本体操作手段２３は、プロジェクター１の本体筐体外面に備えられ
、ユーザーからの入力操作を受け付けるものであり、ユーザーがプロジェクター１に対し
て各種指示を行うための複数の操作キーを備えている。
　図６に示すように、本体操作手段２３が備える操作キーとしては、電源のオン・オフを
交互に切り替えるための電源キー２３ａや、画像信号入力手段５に入力される複数の画像
入力端子を切り替えるための入力切替キー２３ｂ、各種設定を行うための設定メニューを
重畳表示させるメニューキー２３ｃ、メニューからユーザーが設定項目を選択するカーソ
ルキー２３ｄ、決定キー２３ｅ、エスケープキー２３ｆ、ヘルプキー２３ｇ等がある。ユ
ーザーが本体操作手段２３の各種操作キーを操作すると、本体操作手段２３は、ユーザー
の操作内容に応じた操作信号を制御手段２０に出力する。
【００２６】
　操作信号受信手段２４は、遠隔操作で入力操作を行うリモートコントローラー（リモコ
ン／ＲＣとも称する）２５からの操作信号を受信し、ユーザーの操作内容に応じた、操作
信号を制御手段２０に出力する。
　図７に示すように、リモコン２５が備える操作キーとしては、本体操作手段２３と同等
である、電源キー２５ａ、入力切替キー２５ｂ、メニューキー２５ｃ、カーソルキー２５
ｄ、決定キー２５ｅ、エスケープキー２５ｆ、ヘルプキー２５ｇのキーに加え、予め設定
されたミュート画像を表示する第１ミュートキー２５ｈ、及び第２ミュートキー２５ｉ、
１画面表示モードと２画面表示モードとを切り替える画面モード切替キー２５ｊ、番号入
力キー２５ｋ等がある。
【００２７】
　画像信号入力手段５は、上述したように複数の画像入力端子を備えており、各画像入力
端子より、ビデオ再生装置やパーソナルコンピューター等、外部の画像出力装置から、図
示しないケーブルを介して画像情報が入力される。
【００２８】
　画像信号処理手段３は、画像信号入力手段５から入力される画像情報を、液晶ライトバ
ルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂの各画素の階調を表す画像情報に変換する。ここで、変換さ
れた画像情報は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の色光別になっており、各液晶ライトバ
ルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂのすべての画素に対応する複数の画素値によって構成されて
いる。画素値とは、対応する画素の光透過率を定めるものであり、この画素値によって、
各画素を透過し射出する光の強弱（階調）が規定される。
【００２９】
　ＯＳＤ処理手段４は、制御手段２０の指示に基づいて、投写画像上に、メニュー画像や
メッセージ画像等のＯＳＤ（オンスクリーンディスプレイ）画像を重畳して表示するため
の処理を行う。ＯＳＤ処理手段４は、図示しないＯＳＤメモリーを備えており、ＯＳＤ画
像を形成するための図形やフォント等を表すＯＳＤ画像情報を記憶している。
　制御手段２０が、ＯＳＤ画像の重畳表示を指示すると、ＯＳＤ処理手段４は、必要なＯ
ＳＤ画像情報をＯＳＤメモリーから読み出し、投写画像上の所定の位置にＯＳＤ画像が重
畳されるように、画像信号処理手段３から入力される画像情報にこのＯＳＤ画像情報を合
成する。ＯＳＤ画像情報が合成された画像情報は、液晶駆動手段１４に出力される。
　なお、制御手段２０からＯＳＤ画像を重畳する旨の指示がない場合には、ＯＳＤ処理手
段４は、画像信号処理手段３から入力される画像情報を、そのまま液晶駆動手段１４に出
力する。
【００３０】
　液晶駆動手段１４は、本実施形態における画像形成部であり、ＯＳＤ処理手段４から入
力される画像情報に従って液晶ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂを駆動すると、液晶
ライトバルブ１２Ｒ、１２Ｇ、１２Ｂは、画像情報に応じた画像を形成し、この画像が投
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写レンズ１３から投写される。
【００３１】
　電源部７には、ＡＣ１００Ｖ等の電力が電源端子６を介して外部から供給される。電源
部７は、例えば商用電源（交流電源）を所定の電圧の直流電源に変換して、プロジェクタ
ー１の各部に電力を供給する。また、電源部７は、制御手段２０の指示に基づいて、画像
の投写に必要な電力（動作電力）を各部に供給する状態（電源オン状態）と、動作電力の
供給を停止して、電源をオンにするための操作を待機する状態（スタンバイ状態）とを切
り替えることができる。
【００３２】
　光源制御手段２２は、制御手段２０の指示に基づいて、光源１１に対する電力の供給と
停止とを制御し、光源１１の点灯、及び消灯を切り替える。
【００３３】
　本実施形態のプロジェクター１は、上記のように構成されているため、電源端子６に電
源ケーブル（図示せず）が接続され、電源部７に電力が供給されると、電源部７は、少な
くとも制御手段２０、記憶手段２１、本体操作手段２３、及び操作信号受信手段２４に電
力（スタンバイ電力）の供給を行い、制御手段２０は、この電力供給を受けて、制御プロ
グラムに従った動作を開始する。
　電力が供給された直後には、プロジェクター１は、スタンバイ状態（「電源オフ状態」
ともいう。）であり、光源１１を消灯させた状態を維持している。そして、本体操作手段
２３、又はリモコン２５に備わる電源キーがユーザーにより操作されると、制御手段２０
は、電源部７に指示をして、各部への動作電力の供給を開始させ、プロジェクター１を電
源オン状態に移行させる。
【００３４】
　次に、本実施形態のプロジェクター１が、モード切替キーを受け付けた時の画面表示の
遷移を、図２を用いて説明する。
　図２（ａ）はプロジェクター１が２画面表示モードで表示している状態を示す。
　図２（ａ）に示すように、２画面表示モードでは、画像表示枠Ｐ内に第１表示領域Ｐ１
、及び第２表示領域Ｐ２が並んで配置されており、それぞれの表示領域には画像信号入力
手段５に入力される、異なる入力画像データが表示される。
　図２（ａ）の１画面表示モードにおいてモード切替キー２５ｊを操作すると、モード設
定手段２０２によって１画面表示モードに切り替えられ、図２（ｂ）に遷移する。
　図２（ｂ）は１画面表示モードでの表示状態を示す。図２（ｂ）に示すように、１画面
表示モードでは、画像表示枠Ｐ全体に、画像信号入力手段５に入力される１つの入力画像
データが表示される。
　図２（ｂ）の１画面表示モードにおいて再度、モード切替キーを操作すると、モード設
定手段２０２によって２画面表示モードに切り替えられ、図２（ａ）に遷移する。
【００３５】
　次に、２画面表示時にミュートキー操作を受け付けたときの動作を、図３を用いて説明
する。
　図３（ａ）はプロジェクター１が２画面表示モードで表示しているときの状態を示す。
画像表示枠Ｐ内に配置された第１表示領域Ｐ１、及び第２表示領域Ｐ２には画像信号入力
手段５に入力される異なる画像データが表示されている。
　この状態において、第１ミュートキー２５ｈを操作すると、図３（ｂ）に遷移し、第２
ミュートキー２５ｉを操作すると、図３（ｃ）に遷移する。
【００３６】
　図３（ｂ）は第１表示領域Ｐ１に予め設定されたミュート画像（例えば黒画像）が表示
されている状態を示す。図３（ｂ）においては第１表示領域Ｐ１が縮小され、第２表示領
域Ｐ２が拡大される。なお、ミュート画像を表示する動作を、「ミュートする」、ミュー
ト画像に代えて入力画像を表示する動作を「ミュートを解除する」と表現する。
　図３（ｂ）の状態において、第１ミュートキー２５ｈを操作すると、図３（ａ）に遷移
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し、第２ミュートキー２５ｉを操作すると、図３（ｄ）に遷移する。
【００３７】
　図３（ｃ）は第２表示領域Ｐ２がミュートされている状態を示す。図３（ｃ）において
は第２表示領域Ｐ２が縮小され、第１表示領域Ｐ１が拡大される。図３（ｃ）の状態にお
いて、第２ミュートキー２５ｉを操作すると、図３（ａ）に遷移し、第１ミュートキー２
５ｈを操作すると、図３（ｄ）に遷移する。
【００３８】
　図３（ｄ）は第１表示領域Ｐ１、及び第２表示領域Ｐ２がともにミュートされている状
態を示す。このとき第１表示領域Ｐ１と第２表示領域Ｐ２が同じ大きさになるようそれぞ
れ拡大または縮小する。図３（ｄ）の状態において、第１ミュートキー２５ｈを操作する
と、図３（ｃ）に遷移し、第２ミュートキー２５ｉを操作すると、図３（ｂ）に遷移する
。
【００３９】
　次に、本実施形態のプロジェクター１が２画面表示時にミュートキー操作を受け付けた
ときの動作を、図５のフローチャートを用いて説明する。
　（第１ミュートキー操作）
　図５（ａ）はプロジェクター１が２画面表示モードで表示中に第１ミュートキー２５ｈ
の操作を受け付けたときの動作を示すフローチャートである。
　図５（ａ）に示すように、プロジェクター１が２画面表示モードで表示中に第１ミュー
トキー２５ｈの操作を検出すると（ステップＳ１０１）、ミュート実行手段２０１は、第
１表示領域Ｐ１がミュートされているか否かを調べる（ステップＳ１０２）。第１表示領
域Ｐ１がミュートされている場合（ステップＳ１０２：Ｙ）、ステップＳ１０６に遷移す
る。第１表示領域Ｐ１がミュートされていない場合（ステップＳ１０２：Ｎ）、ステップ
Ｓ１０３に遷移する。
【００４０】
　ステップＳ１０３においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１をミュートし
、ステップＳ１０４に遷移する。
【００４１】
　ステップＳ１０４においてミュート実行手段２０１は、第２表示領域Ｐ２がミュートさ
れているか否かを調べる。第２表示領域Ｐ２がミュートされている場合（ステップＳ１０
４：Ｙ）、ステップＳ１０８に遷移する。第２表示領域Ｐ２がミュートされていない場合
（ステップＳ１０４：Ｎ）、ステップＳ１０５に遷移する。
【００４２】
　ステップＳ１０５においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１を予め設定さ
れたサイズに縮小し、第２表示領域Ｐ２を予め設定されたサイズに拡大し、ステップＳ１
１０に遷移する。
【００４３】
　ステップＳ１０６においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１のミュートを
解除し、ステップＳ１０７に遷移する。
【００４４】
　ステップＳ１０７においてミュート実行手段２０１は、第２表示領域Ｐ２がミュートさ
れているか否かを調べる。第２表示領域Ｐ２がミュートされている場合（ステップＳ１０
７：Ｙ）、ステップＳ１０９に遷移する。第２表示領域Ｐ２がミュートされていない場合
（ステップＳ１０７：Ｎ）、ステップＳ１０８に遷移する。
【００４５】
　ステップＳ１０８においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１、及び第２表
示領域Ｐ２を予め設定された同じ表示サイズに揃うよう縮小または拡大し、ステップＳ１
１０に遷移する。
【００４６】
　ステップＳ１０９においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１を予め設定さ
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れたサイズに拡大し、第２表示領域Ｐ２を予め設定されたサイズに縮小し、ステップＳ１
１０に遷移する。
【００４７】
　ステップＳ１１０において、本動作フローを終了する。
【００４８】
　（第２ミュートキー操作）
　図５（ｂ）はプロジェクター１が２画面表示モードで表示中に第２ミュートキー２５ｉ
の操作を受け付けたときの動作を示すフローチャートである。
　図５（ｂ）に示すように、プロジェクター１が２画面表示モードで表示中に第２ミュー
トキー２５ｉの操作を検出すると（ステップＳ２０１）、ミュート実行手段２０１は、第
２表示領域Ｐ２がミュートされているか否かを調べる（ステップＳ２０２）。第２表示領
域Ｐ２がミュートされている場合（ステップＳ２０２：Ｙ）、ステップＳ２０６に遷移す
る。第２表示領域Ｐ２がミュートされていない場合（ステップＳ２０２：Ｎ）、ステップ
Ｓ２０３に遷移する。
【００４９】
　ステップＳ２０３においてミュート実行手段２０１は、第２表示領域Ｐ２をミュートし
、ステップＳ２０４に遷移する。
【００５０】
　ステップＳ２０４においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１がミュートさ
れているか否かを調べる。第１表示領域Ｐ１がミュートされている場合（ステップＳ２０
４：Ｙ）、ステップＳ２０８に遷移する。第１表示領域Ｐ１がミュートされていない場合
（ステップＳ２０４：Ｎ）、ステップＳ２０５に遷移する。
【００５１】
　ステップＳ２０５においてミュート実行手段２０１は、第２表示領域Ｐ２を予め設定さ
れたサイズに縮小し、第１表示領域Ｐ１を予め設定されたサイズに拡大し、ステップＳ２
１０に遷移する。
【００５２】
　ステップＳ２０６においてミュート実行手段２０１は、第２表示領域Ｐ２のミュートを
解除し、ステップＳ２０７に遷移する。
【００５３】
　ステップＳ２０７においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１がミュートさ
れているか否かを調べる。第１表示領域Ｐ１がミュートされている場合（ステップＳ２０
７：Ｙ）、ステップＳ２０９に遷移する。第１表示領域Ｐ１がミュートされていない場合
（ステップＳ２０７：Ｎ）、ステップＳ２０８に遷移する。
【００５４】
　ステップＳ２０８においてミュート実行手段２０１は、第１表示領域Ｐ１、及び第２表
示領域Ｐ２を予め設定された同じ表示サイズに揃うよう縮小または拡大し、ステップＳ２
１０に遷移する。
【００５５】
　ステップＳ２０９においてミュート実行手段２０１は、第２表示領域Ｐ２を予め設定さ
れたサイズに拡大し、第１表示領域Ｐ１を予め設定されたサイズに縮小し、ステップＳ２
１０に遷移する。
【００５６】
　ステップＳ２１０において、本動作フローを終了する。
【００５７】
　以上説明したように、本実施形態のプロジェクター１によれば、２画面表示モードによ
って表示中に、２つの表示領域の一方のみをミュート状態にし、もう一方の画面の表示状
態を継続することができる。これにより、２画面表示状態を継続したまま、一方の画面が
ミュート状態であるということをユーザーに認識させることが可能となる。
　また、第１ミュートキー２５ｈで第１表示領域Ｐ１、第２ミュートキー２５ｉで第２表
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やすくなる。
　また、２画面表示モードで表示している状態において、ミュートされていないほうの表
示領域がミュートされている表示領域より大きく表示される。これにより、２画面表示モ
ードで一方の画面がミュートされていることをユーザーに認識させた上で、ミュートされ
ていない画面を見やすくすることが可能となる。
【００５８】
  また、上記実施形態は、以下のように変更してもよい。
　（変形例１）
　上述した実施形態においては、２画面表示モードで、どちらかの表示領域がミュートさ
れている状態で、モード切替キーの操作を検出したとき、ミュートされていないほうの表
示領域に表示されていた入力画像を画像表示枠Ｐ全体に表示する１画面表示モードに切り
替えるようにしてもよい。
　これにより、ミュートされていない画像を１画面表示モードで大きく表示したい場合に
、１画面表示モードへの切替でどちらの表示領域を表示するかの選択をする必要がなくな
り、誤ってミュートしている表示領域の画像を１画面表示モードで表示してしまうのを防
止することが可能となる。
【符号の説明】
【００５９】
　１…画像表示装置としてのプロジェクター、３…画像信号処理手段、４…ＯＳＤ処理手
段、５…画像信号入力手段、６…電源端子、７…電源部、１０…画像投手段、１１…光源
、１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…液晶ライトバルブ、１３…投写レンズ、１４…液晶駆動手段
、２０…制御手段、２０１…ミュート実行手段、２０２…モード設定手段、２１…記憶手
段、２２…光源制御手段、２３…本体操作手段、２４…操作信号受信手段、２５…リモー
トコントローラー（リモコン／ＲＣ）、Ｐ…画像表示枠、Ｐ１…第１表示領域、Ｐ２…第
２表示領域。
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